
地域については，西欧はもとより，南米，北米，アラブ文化圏，アジア等，
世界中の 70もの地域の記述が見られる．
ただ本書にも「世界の身ぶり辞典」として未熟な点もある．それは充実
しているヨーロッパ地域に比べ，その他の地域の情報が極めて限られてい
ることである．アジア地域を見ると，インドネシア，マレーシア，ラオス，
タイなど 10か国ほどの身ぶりを扱ってはいるものの，その数も記述内容
も充分とはいえない．日本の身ぶりも 10以上扱っているが，「日本人の身
ぶりの辞書」に関するプロジェクトを長年手がけている訳者にとっては，
首を傾げる記述もある．しかし，このことを以て本書の価値が減じるもの
では決してない．モリスの言葉を冒頭に引用したように，「身ぶり辞書の
試み」はまだ始まったばかりである．充分な調査なしに簡易な写真やイラ
ストに数行の説明をつけただけの出版物もある中で，長年にわたるモリス
の人間観察と「ジェスチャー地図」のプロジェクトをベースとした本書の
記述は群を抜いている．アジア地域の記述を充実させるのは，アジアの研
究者の仕事といえよう．「世界の身ぶり辞典」として，一つの価値ある雛
形を提示してくれた本書を基に，さらに世界の各地域での研究成果が積み
重ねられることを期待する．
読者の方々には，引く辞書というよりは読む辞書として楽しんでいただ
ければと考える．膨大な資料をコンパクトな辞書形式にまとめてあるため，
説明がもっと欲しいと感じる箇所もあるが，一部については，邦訳もある
上述のManwatchingとGesturesの記述を合わせて参考にしていただきたい．
内容が世界の文化圏を扱っていることから，三省堂編集部を通して各言語
の専門家に一部助言をいただけたこと，また欧米のジェスチャーについて
は，私の長年の友人であるケイトに解説をしてもらえたことが大きな助け
となった．博識なモリスの記述に対して訳者の至らない部分も多々あるが，
読者の方々からいろいろご教示いただければ有り難い．原著は，4年前の
夏に，ニュージャージー州サミットの小さな本屋で見つけたものである．
その訳出を勧めてくださり，丁寧に原稿を読んでくださった編集部の柳百
合さんに，最後に心からお礼を申し上げたい．

1999 年 6 月 20 日
東山　安子
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